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　生成系AI（Generative AI）の話題が新聞や報道番組で頻回に
取り上げられています．指示者による一定のキーワードに対し，
関連する膨大な文字画像情報から，指示者の要求や命令に従い
コンテンツを提供し，人知を超えたクリエイティブな仕事も行
えるようです．情報収集能力の向上した現在において，さらに
情報の整理と正確性の判断，導かれるべき結論に至るまでAIが
サポートしてくれるか思うと，私のようなアナログ人間にとっ
ては便利よりむしろ空恐ろしい印象もあります．とはいえ，頭
を抱えながら編集後記を作成しているものにとっては，“脊椎脊
髄ジャーナル，特集内容，気の利いた編集後記”と問いかけれ
ばもっとハイレベルな文章が一瞬で出てくるのかもしれませ
ん．また，本特集のような難治性の病態についても疾患・患者・
医療機関の条件を入れれば最善の治療が指示され，学会の総合
討論ではAIの最終意見で締めくくる日が来るかもしれません．
利便性はありながらも，著作権や人類の創造力劣化の問題など，
汎用化についてはまだまだ課題がありそうです．
　さて，今回の特集は首下がり症候群（頸椎後弯変形）の病態
と治療に関する特集です．これまでも 2008 年に発刊された「く
びの異常姿勢」はじめ「首下がり症候群」に関する特集が何度
か組まれており，特大号にもたびたび取り上げられた関心度の
高い特殊な疾患です．成人脊柱変形についてはその病態理解と
至適治療法の進歩が目覚ましく，首下がりを含む頸椎変形に関
しても，その原因や発生頻度，臨床および画像診断のポイント
が明らかとなりつつあり，胸腰椎以下の脊椎下肢評価も治療戦
略を考えるうえで重要であることがわかっています．また，外
科医にとっていまだハードルの高い疾患でありながら，手技や
機器の発展とともに頸椎アライメントを理想に近い形に戻す矯
正固定術が可能となっています．難易度・危険度は残るものの，
安全性や低侵襲化の進歩もあり高齢者においても矯正固定術に
よって ADL が著明に改善した症例を経験すると，“手術が人生
を変える”を実感します．しかしながら，本特集に書かれてい
るように外科治療はあくまで選択肢の 1 つであり，首下がり・
頸椎後弯変形にはその原因となる疾患の究明が必要であり，増
悪因子の排除とともに保存的治療に反応しやすい条件を理解し
なければなりません．また，外科治療を選択するにしても病態
や手術要点の把握が不十分であれば不幸な結果を招きます．本
特集はこれまでの企画をさらにアップデートし，本疾患の知識
を深める大変有用な 1 冊となっております．ぜひご一読くださ
い．
 （高橋敏行）
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